
 

 
AED(自動体外式除細動器)は、平成 16 年に非医療従事者である一般市民にも使用が認められて以降、学校、駅、

公共施設、商業施設等を中心に急速に普及してきています。 

「平成２６年版救急・救助の現況」（総務省消防庁救急蘇生統計）によると、病院外での心原性心停止のうち、

心停止を目撃され、AED により電気ショックが行われた患者の 50.4％が救命されています。  

しかし、市民により目撃された心原性心停止患者 25,255 名のうち、AED を用いて電気ショックが実施された

患者はその中の 4％（1,030 名）。そのうち、1 ヵ月後社会復帰者は 446 人（43.3%）であり、心肺蘇生を実施しな

かった場合の 1 ヵ月後社会復帰率 4.3％と比較して約 10.1 倍高くなっています。 

   あなたの周りで、どこに AED が設置されているのか、日頃から確認をしてください。 

  AED の正しい使い方を知るために、救命講習会に参加してください。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 AED のある場所を知りたいときは、パソコン等で以下のキーワードで調べてください。 

                     いばらきデジタルマップ AED 設置場所 

水戸市公共施設  AED  設置場所 

日本救急医療財団 全国 AED マップ 

大切なひとの命を守るために                 

AED がある場所を知ってください。 

AED が使える人になってください。 

突然あなたの目の前で人が倒れたら、すぐに電気ショック！！ 

AED を含む心肺蘇生法が学べる救命講習会の問い合せ先 

一般社団法人水戸地区救急普及協会  

TEL０２９（２２１）０１９９・FAX０２９（２９７）１０３２ 

Ｅmail：mt99-egao@mt99.jp 

HP http://mt99.jp/ 

一般社団法人 水戸地区救急普及協会 

 

マップ検索 

キーワード 

心臓が原因の突然死は年間およそ 7 万人。 

いつでも、どこでも、誰にでも起こりうる心臓突然死。   

大切な家族、友人、同僚が、突然目の前で倒れたら…！？ 

 

迷わず、１１９番通報！ 

迷わず、心肺蘇生！ 

迷わず、AED！ 

 

心臓が止まってから何もしなければ、数分でその命は消えてしまいます。  

いざというとき 

動ける人になってください！！ 

 

 

 

 


